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論壇
は
じ
め
に

被
相
続
人
に
配
偶
者
が
存
在

す
る
場
合
、
配
偶
者
の
税
額
軽

減
（
相
続
税
法
（
以
下
「
相
法
」

と
い
う
）
第
19
条
の
2
。
以
下

「
本
規
定
」
と
い
う
）
の
規
定

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
税

務
調
査
に
お
い
て
、
申
告
漏
れ

の
財
産
が
あ
り
、
そ
の
財
産
を

配
偶
者
が
取
得
す
る
こ
と
と
な

っ
た
場
合
、
課
税
庁
に
お
い

て
、
本
規
定
第
5
項
を
適
用

し
、
そ
の
申
告
漏
れ
財
産
に
係

る
課
税
価
格
に
つ
い
て
本
規
定

を
適
用
さ
せ
な
い
事
例
が
散
見

さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
課
税
庁
が
行
っ

た
課
税
処
分
に
つ
い
て
の
国
税

不
服
審
判
所（
以
下「
審
判
所
」

と
い
う
）
の
判
断
を
検
証
す

る
。な

お
、
文
中
の
裁
決
は
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ｓ
（
一
般
社
団
法
人

日

税
連
税
法
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を

引
用
・
参
照
と
し
て
い
る
。

1
�
隠
蔽
・
仮
装
が
あ
っ
た
場
合
の
配
偶

者
の
税
額
軽
減
の
不
適
用
に
つ
い
て

本
規
定
第
5
項
に
は
、
遺
贈

に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者

が
、
隠
蔽
仮
装
行
為
に
基
づ

き
、
相
法
第
27
条
の
規
定
に
よ

る
申
告
書
を
提
出
し
て
お
り
、

又
は
こ
れ
を
提
出
し
て
い
な
か

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
相

続
又
は
遺
贈
に
係
る
相
続
税
に

つ
い
て
の
調
査
が
あ
つ
た
こ
と

に
よ
り
そ
の
相
続
税
に
つ
い
て

更
正
又
は
決
定
が
あ
る
べ
き
こ

と
を
予
知
し
て
期
限
後
申
告
書

又
は
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る

と
き
は
、
本
規
定
が
不
適
用
と

な
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
規
定
第
5
項
は
、
平

成
6
年
税
制
改
正
に
お
い
て
創

設
さ
れ
、
平
成
19
年
に
お
い
て

更
な
る
改
正
（
対
象
者
の
拡

大
）
が
行
わ
れ
た
。

2
�
隠
蔽
・
仮
装
行
為
と
は
な
に
か

最
高
裁
判
決
平
成
6
年
（
行

ツ
）
第
2
1
5
号
所
得
税
重
加

算
税
賦
課
決
定
処
分
取
消
請
求

上
告
事
件
（
棄
却
）（
確
定
）【
税

務
訴
訟
資
料
第
2
0
9
号
5
7

1
頁
】
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
コ
ー
ド
Ｚ

2
0
9
―
7
5
1
8

平
成
7

年
4
月
28
日
判
決
は
次
の
様
に

判
示
し
て
い
る
。

重
加
算
税
を
課
す
る
た
め
に

は
、
納
税
者
の
し
た
過
少
申
告

行
為
そ
の
も
の
が
隠
ぺ
い
、
仮

装
に
当
た
る
と
い
う
だ
け
で
は

足
り
ず
、
過
少
申
告
行
為
そ
の

も
の
と
は
別
に
、
隠
ぺ
い
、
仮

装
と
評
価
す
べ
き
行
為
が
存
在

し
、
こ
れ
に
合
わ
せ
た
過
少
申

告
が
さ
れ
た
こ
と
を
要
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
重

加
算
税
制
度
の
趣
旨
に
か
ん
が

み
れ
ば
、
架
空
名
義
の
利
用
や

資
料
の
隠
匿
等
の
積
極
的
な
行

為
が
存
在
し
た
こ
と
ま
で
必
要

で
あ
る
と
解
す
る
の
は
相
当
で

な
く
、
納
税
者
が
、
当
初
か
ら

所
得
を
過
少
に
申
告
す
る
こ
と

を
意
図
し
、
そ
の
意
図
を
外
部

か
ら
も
う
か
が
い
得
る
特
段
の

行
動
を
し
た
上
、
そ
の
意
図
に

基
づ
く
過
少
申
告
を
し
た
よ
う

な
場
合
に
は
、
重
加
算
税
の
右

賦
課
要
件
が
満
た
さ
れ
る
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

本
規
定
で
い
う
「
隠
蔽
・
仮

装
行
為
」
と
は
、
国
税
通
則
法

第
68
条
（
重
加
算
税
）
で
い
う

隠
蔽
・
仮
装
と
同
義
で
あ
る
と

解
さ
れ
て
い
る
（
平
成
24
年
10

月
29
日
裁
決
。
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
コ

ー
ド
Ｆ
0
―
3
―
4
0
8
）。

本
規
定
第
6
項
は
、
次
の
よ

う
に
規
定
し
て
い
る
。

隠
蔽
仮
装
行
為
と
は
、
相
続

又
は
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得

し
た
者
が
行
う
行
為
で
当
該
財

産
を
取
得
し
た
者
に
係
る
相
続

税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基
礎

と
な
る
べ
き
事
実
の
全
部
又
は

一
部
を
隠
蔽
し
、
又
は
仮
装
す

る
こ
と
を
い
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
適
用
対
象

者
を
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
財

産
を
取
得
し
た
者
と
し
、
そ
の

者
が
行
う
行
為
を
適
用
対
象
と

し
て
い
る
が
、
平
成
12
年
7
月

3
日
付
け
の
「
事
務
運
営
指
針

（
相
続
税
及
び
贈
与
税
の
重
加

算
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
）
で

は
、
そ
の
適
用
対
象
者
を
相
続

人
（
受
遺
者
を
含
む
。）
又
は

相
続
人
か
ら
遺
産
（
債
務
及
び

葬
式
費
用
を
含
む
。）の
調
査
、

申
告
等
を
任
せ
ら
れ
た
者
（
以

下「
相
続
人
等
」と
い
う
。）が
、

帳
簿
、
決
算
書
類
、
契
約
書
、

請
求
書
、
領
収
書
そ
の
他
財
産

に
関
す
る
書
類
（
以
下
「
帳
簿

書
類
」と
い
う
。）に
つ
い
て
改

ざ
ん
、
偽
造
、
変
造
、
虚
偽
の

表
示
、
破
棄
又
は
隠
匿
を
し
て

い
る
こ
と
と
し
、
適
用
対
象
者

の
範
囲
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い

る
。事

務
運
営
指
針
の
法
的
根
拠

は
さ
て
置
き
、
税
務
執
行
の
現

場
に
お
い
て
事
務
運
営
指
針
が

実
務
の
指
針
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
る
と
の
前
提
に
立
て
ば
、

現
在
の
実
務
は
、「
相
続
人
等
」

が
行
っ
た
行
為
が
隠
蔽
・
仮
装

行
為
で
あ
れ
ば
、
本
規
定
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
る
。

た
だ
し
、
事
務
運
営
指
針
に

お
い
て
は
「
次
に
掲
げ
る
よ
う

な
事
実
」
と
し
て
例
示
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

の
事
務
運
営
指
針
以
外
の
事
情

に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
本

規
定
の
適
用
対
象
外
と
し
て
課

税
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
散
見
さ
れ
る
。

3
�
本
規
定
に
対
す
る
審
判
所
の
裁
決

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て
「
配

偶
者
の
税
額
軽
減
・
裁
決
」
を

検
索
す
る
と
、
24
件
の
裁
決
が

ヒ
ッ
ト
す
る
。

こ
の
う
ち
、
本
規
定
に
つ
い

て
隠
蔽
・
仮
装
が
争
わ
れ
た
事

案
数
は
13
件
、
こ
の
内
、
全
部

取
消
し
、
一
部
取
り
消
し
は
10

件
、
勝
率
は
何
と
76
・
9
％
強

と
な
る
。
審
査
請
求
に
対
す
る

全
部
取
消
し
、
一
部
取
り
消
し

の
割
合
は
平
成
28
年
度
で
12
・

3
％
（
一
部
取
り
消
し
9
・
8

％
、
全
部
取
消
し
2
・
5
％
）

か
ら
考
え
る
と
驚
異
的
な
勝
率

で
あ
る
。

4
�
具
体
的
な
裁
決
の
内
容

⑴

金
融
資
産
を
相
続
財
産

か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
よ
り
、

無
申
告
と
な
っ
た
場
合

Ｈ
28
―
03
―
30
公
表
裁
決【
大
裁

（
諸
）平
27
―
53
】
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

コ
ー
ド

Ｊ
1
0
2
―
1
―
02

①

概
要

相
続
財
産
総
額
は
7
0
4
、

5
5
5
、9
7
8
円
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
Ｐ
証
券
扱
い
の
公
社

債
及
び
証
券
投
資
信
託
の
受
益

証
券（
以
下「
本
件
金
融
資
産
」

と
い
う
。）
が
6
4
3
、
7
8

6
、
4
0
1
円
分
あ
り
、
相
続

人
は
、
相
続
税
の
申
告
期
限
前

に
、
Ｐ
証
券
を
訪
れ
、
本
件
金

融
資
産
の
全
て
を
配
偶
者
に
取

得
さ
せ
る
旨
の
名
義
書
換
手
続

を
行
っ
た
。

本
件
金
融
資
産
を
除
く
と
当

時
の
相
続
税
の
基
礎
控
除
金
額

以
下
と
な
る
た
め
、
相
続
税
の

申
告
書
は
提
出
し
な
か
っ
た
。

相
続
税
の
税
務
調
査
に
お
い

て
、
香
典
者
名
を
書
か
れ
た
メ

モ
の
提
示
を
請
求
さ
れ
た
納
税

者
は
、
Ｐ
証
券
か
ら
の
香
典
が

書
か
れ
て
い
た
部
分
を
切
り
取

っ
て
提
示
し
た
が
、
そ
の
後
、

切
り
取
ら
れ
た
部
分
が
発
見
さ

れ
た
。

納
税
者
は
、
期
限
後
申
告
を

行
っ
た
が
、
原
処
分
庁
（
税
務

署
長
。
以
下
同
じ
）
は
、
本
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
隠
蔽
・
仮

装
行
為
が
あ
っ
た
と
し
て
本
規

定
の
適
用
を
認
め
ず
、
重
加
算

税
の
賦
課
決
定
処
分
を
行
っ

た
。②

審
判
所
の
判
断（
要
旨
）

虚
偽
の
答
弁
や
、
本
件
香
典

メ
モ
破
棄
行
為
と
い
う
明
ら
か

な
証
拠
隠
滅
行
為
に
及
ん
だ
こ

と
な
ど
、
本
件
相
続
に
係
る
相

続
税
を
無
申
告
で
済
ま
せ
よ
う

と
す
る
意
図
を
う
か
が
わ
せ
る

一
定
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
上
記
事
情
は
、
い

ず
れ
も
、
法
定
申
告
期
限
経
過

時
か
ら
約
1
年
8
か
月
が
経
過

し
た
後
の
調
査
時
点
に
お
け
る

言
動
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容

を
み
て
も
、
事
前
準
備
を
要
す

る
よ
う
な
計
画
的
な
も
の
で
は

な
く
、
と
っ
さ
に
と
っ
た
行
動

と
も
評
価
し
得
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
請
求
人（
納
税
者
）

は
、
本
件
実
地
調
査
の
中
で
直

ち
に
上
記
証
拠
隠
滅
行
為
等
を

看
破
さ
れ
、
調
査
担
当
職
員
に

対
し
、
本
件
被
相
続
人
が
Ｐ
証

券
と
の
取
引
が
あ
っ
た
こ
と
を

隠
す
た
め
当
該
行
為
に
及
ん
だ

旨
を
自
供
し
て
お
り
、
そ
の
後

遅
滞
な
く
期
限
後
申
告
に
応
じ

て
い
る
こ
と
も
併
せ
考
慮
す
る

と
、
相
続
財
産
を
隠
ぺ
い
し
、

本
件
相
続
に
係
る
相
続
税
を
無

申
告
で
済
ま
せ
よ
う
と
す
る
態

度
、
行
動
を
で
き
る
限
り
貫
こ

う
と
し
た
と
ま
で
は
い
い
難

い
。⑵

配
偶
者
名
義
の
有
価
証

券
等
を
相
続
財
産
に
含
め
ず
に

申
告
を
行
っ
た
場
合

平
24
―
04
―
24
公
表
裁
決
）【
審

判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ｓ
コ
ー
ド

Ｊ
87
―
4
―
17

①

概
要

請
求
人
（
配
偶
者
）
名
義
の

有
価
証
券
等
を
相
続
財
産
と
し

て
修
正
申
告
し
た
と
こ
ろ
、
原

処
分
庁
が
、
当
該
有
価
証
券
等

を
当
初
申
告
に
含
め
な
か
っ
た

こ
と
は
本
規
定
第
5
項
に
規
定

す
る
隠
ぺ
い
仮
装
行
為
に
当
た

る
な
ど
と
し
て
、
更
正
処
分
及

び
重
加
算
税
の
賦
課
決
定
処
分

を
行
な
っ
た
。

な
お
、
申
告
業
務
を
担
当
し

た
税
理
士
は
、
請
求
人
名
義
の

財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て
納
税

者
に
説
明
及
び
資
料
提
供
は
依

頼
し
て
い
な
い
。

②

審
判
所
の
判
断（
要
旨
）

請
求
人
は
、
請
求
人
固
有
の

収
入
（
年
金
等
）
を
原
資
と
す

る
請
求
人
名
義
の
財
産
を
保
有

し
て
お
り
、
被
相
続
人
の
財
産

を
原
資
と
す
る
請
求
人
名
義
財

産
の
み
を
被
相
続
人
の
指
示
等

を
受
け
別
個
に
管
理
運
用
し
て

い
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠

は
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
相

続
財
産
で
あ
る
請
求
人
名
義
財

産
と
請
求
人
固
有
の
財
産
と
を

一
括
し
て
管
理
運
用
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
財
産
の
明
確
な

区
分
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
可

能
性
を
否
定
で
き
ず
、
ま
た
、

請
求
人
が
自
己
の
名
義
財
産
の

み
な
ら
ず
、
被
相
続
人
名
義
の

一
部
財
産
も
管
理
運
用
し
て
い

た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
被
相
続
人
か
ら
請
求
人

へ
明
確
な
贈
与
の
意
思
表
示
は

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
請
求
人

及
び
被
相
続
人
に
は
、
こ
れ
ら

の
財
産
が
長
年
の
夫
婦
の
共
同

生
活
に
よ
っ
て
蓄
え
ら
れ
た
も

の
と
し
て
、
互
い
の
貢
献
度
に

応
じ
て
財
産
名
義
を
請
求
人
と

被
相
続
人
と
に
区
分
し
た
も
の

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ

っ
て
、
他
に
請
求
人
に
お
い

て
、
請
求
人
名
義
財
産
が
明
ら

か
に
被
相
続
人
に
帰
属
す
る
相

続
財
産
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

た
と
ま
で
認
め
る
に
足
り
る
証

拠
は
な
い
。

5
�
結
論

紙
面
の
関
係
で
、
裁
決
は
2

件
し
か
記
載
で
き
な
い
が
、
い

ず
れ
も
、
審
査
請
求
に
お
い
て

全
部
取
消
し
と
な
っ
て
い
る
。

勿
論
、
審
査
請
求
に
お
い
て

棄
却
さ
れ
、
訴
訟
し
て
も
納
税

者
の
主
張
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
事
案
も
存
在
す
る
の
で
、
一

概
に
は
言
え
な
い
が
、
本
規
定

に
お
い
て
、
隠
蔽
・
仮
装
行
為

の
認
定
に
つ
い
て
課
税
庁
は
、

前
記
、
最
高
裁
判
決
で
判
示
さ

れ
た
も
の
及
び
事
務
運
営
指
針

の
範
囲
を
超
え
て
課
税
処
分
を

行
い
、
審
判
所
に
お
い
て
取
消

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

適
正
申
告
を
行
う
こ
と
が
大

前
提
で
は
あ
る
が
、
万
が
一
、

本
規
定
の
適
用
を
否
認
さ
れ
た

場
合
に
は
、
審
査
請
求
に
よ
り

判
断
を
仰
ぐ
こ
と
も
検
討
を
要

す
る
。

配
偶
者
の
税
額
軽
減
に
お
け
る
隠
蔽
・

仮
装
に
よ
る
不
適
用
に
つ
い
て
の
考
察

守田啓一
【日本橋】
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